
おもしろシミュレーションソフト『積が奇数の２個のさいころ』実験例

以下の実験は、２個のさいころを投げて、目の出方を調べたものである。
２個のさいころを「さいころ大 「サイコロ小」としたとき、さいころ大・サイコロ」、

小の目の出方は３６通りある。そのうち、積が奇数である目の出方は９通りである。
１回の実験では、サイコロを１０００回投げるものとした。
この実験を２０回実施し、積が奇数になった回数とその割合をまとめた。

実 験 実験回数 積が奇数の回数 積が奇数の割合

１回目 １０００ ２４７ ０．２４７

２回目 １０００ ２１８ ０．２１８

３回目 １０００ ２５５ ０．２５５

４回目 １０００ ２７０ ０．２７０

５回目 １０００ ２２８ ０．２２８

６回目 １０００ ２３５ ０．２３５

７回目 １０００ ２５８ ０．２５８

８回目 １０００ ２４３ ０．２４３

９回目 １０００ ２４２ ０．２４２

１０回目 １０００ ２６７ ０．２６７

１１回目 １０００ ２４７ ０．２４７

１２回目 １０００ ２３４ ０．２３４

１３回目 １０００ ２５７ ０．２５７

１４回目 １０００ ２４３ ０．２４３

１５回目 １０００ ２３６ ０．２３６

１６回目 １０００ ２４８ ０．２４８

１７回目 １０００ ２５７ ０．２５７

１８回目 １０００ ２５８ ０．２５８

１９回目 １０００ ２５４ ０．２５４

２０回目 １０００ ２３７ ０．２３７

０．２４７合 計 ２００００ ４９３４


